
 

 

 

 安 平 町 の 

介 護 保 険 

 

 

 

令和７年４月（改訂版） 

安平町健康福祉課 
  

    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



も く じ 
 

 

◇安平町の介護保険料＜令和６年度～令和８年度＞･･･････････････････････････････････２ 

◇65歳以上の方の介護保険料の納め方････････････････････････････････････････････････３ 

 

 

◇申請から認定まで･････････････････････････････････････････････････････････････････５ 

◇利用者の負担･････････････････････････････････････････････････････････････････････６ 

 

 

◇訪問介護・訪問入浴介護・訪問リハビリテーション･･･････････････････････････････････８ 

◇居宅療養管理指導・訪問看護・通所介護・通所リハビリテーション･････････････････････９ 

◇特定施設入居者生活介護・短期入所生活介護・短期入所療養介護･････････････････････10 

 

 

◇介護老人福祉施設・介護老人保健施設･･････････････････････････････････････････････11 

◇介護療養型医療施設・特定入所者介護(予防)サービス費･･･････････････････････････････12 

 

 

◇介護予防(訪問入浴介護､訪問・通所リハビリテーション､居宅療養管理指導､訪問看護) ･･･13 

 

 

◇介護予防・生活支援サービス(訪問型サービス・通所型サービス・介護予防支援)････････15 

 

 

◇(介護予防)認知症対応型通所介護・(介護予防)認知症対応型共同生活介護･･･････････････16 

◇(介護予防)小規模多機能型居宅介護・地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護･･･････17 

 

 

◇福祉用具貸与・福祉用具購入･･････････････････････････････････････････････････････18 

◇住宅改修････････････････････････････････････････････････････････････････････････19 

◇高額介護サービス費、高額介護合算制度････････････････････････････････････････････20 

◇社会福祉法人等による利用者負担軽減制度･･････････････････････････････････････････21 

 

 

◇地域包括支援センター・介護保険外サービス････････････････････････････････････････22 

◇安平町の申請窓口・町内の主な介護サービス事業所･･････････････････････････････････23 

◇安平町の介護・医療マップ････････････････････････････････････････････････････････24 

  

安平町の介護保険料 

サービスを利用するためには 

介護サービスの種類(在宅サービス) 

介護サービスの種類(施設サービス) 

介護予防サービスの種類 

地域密着型サービスの種類 

その他の介護サービス 

問 い 合 わ せ 先

等 

目次－1 

介護予防・生活支援サービスの種類 

認知症ケアパス 



 

 

介護保険は、４０歳以上の方の保険料が制度を健全に運営していくための大切な財

源となっています。介護を必要とされる方が安心してサービスを利用できるようみ

んなで支え合う制度です。 

 

 

 

＜６５歳以上の方の介護保険料の決め方＞【第１号被保険者】 

●安平町における令和６年度から令和８年度までの3年間の介護サービス費用の見込みを試算し

、町の条例で決定しています。 

●前年度の所得により保険料を下表のとおり１３段階に分けています。 

所 得 段 階 対  象  者 
保 険 

料 率 

年 額 

保険料 

月 額 

保険料 

第 １ 段 階 

・生活保護受給者 

・老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の方 

・世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と

課税年金収入の合計が80.9万円以下の方 

基準額 

×0.285 
17,780円 1,482円 

第 ２ 段 階 

・世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と

課税年金収入の合計が80.9万円を超え、120万円以

下の方 

基準額 

×0.485 
30,260円 2,522円 

第 ３ 段 階 
・世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と

課税年金収入の合計が120万円を越えた方 

基準額 

×0.685 
42,740円 3,562円 

第 ４ 段 階 

・世帯に住民税が課税されている方がいるが、本人は

住民税非課税で前年の合計所得金額と課税年金収入の

合計が80.9万円以下の方 

基準額 

×0.90 
56,160円 4,680円 

第 5 段 階 

( 基 準 額 ) 

・世帯に住民税が課税されている方がいるが、本人は

住民税非課税の方 

基準額 

×1.00 
62,400円 5,200円 

第 6 段 階 
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万

円未満の方 

基準額 

×1.20 
74,880円 6,240円 

第 7 段 階 
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万

円以上210万円未満の方 

基準額 

×1.30 
81,120円 6,760円 

第 8 段 階 
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が210万

円以上320万円未満の方 

基準額 

×1.50 
93,600円 7,800円 

第 9 段 階 
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が320万

円以上420万円未満の方 

基準額 

×1.70 
106,080円 8,840円 

第 １ ０ 段 階 
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が420万

円以上520万円未満の方 

基準額 

×1.90 
118,560円 9,880円 

第 1 1 段 階 
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が520万

円以上620万円未満の方 

基準額 

×2.10 
131,040円 10,920円 

第 1 2 段 階 
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が620万

円以上720万円未満の方 

基準額 

×2.30 
143,520円 11,960円 

第 1 3 段 階 
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が720万

円以上の方 

基準額 

×2.40 
149,760円 12,480円 

介護保険料の決め方・納め方 

安平町の介護保険料<令和６年度～令和８年度> 

2－介護保険料 



 

 

 

 

 

 

年金の定期支払い(年６回)の際に天引きされます。 

 

※特別徴収の対象となる年金は、老齢(退職)年金、遺族年金、障害年金です。 

※ただし以下の場合は、一時的に納付書で個別に納めていただきます。 

・年度途中で65歳になった場合 

・年度途中で他市町村から転入した場合または他市町村へ転出した場合 

・収入申告のやり直しなどで年度途中に所得段階が変更になった場合 

・年度途中で年金の受給が始まった場合 

・年金が一時差し止めになった場合 など… 

 

 

 

町から送付される納付書で期日までに金融機関などを通じて個別に納めていただきます。 

 

※納付は口座振替が便利です、町内の各金融機関でお申し込みください。 

 ・口座振替が可能な銀行口座（北海道銀行、北央信用組合、とまこまい 

  広域農業協同組合、ゆうちょ銀行) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●年金が年額18万円以上の方 ⇒ 年金から天引きされます。 

●年金が年額18万円以下の方 ⇒ 納付書または口座振替で納付。 

 

 介護保険のサービスを利用した際の利用者負担は、費用の１～３割(P6「利用者の負担」

参照)ですが、保険料を滞納していると滞納期間に応じて次のような措置がとられます。 

◆１年以上滞納すると 

費用の全額をいったん利用者が自己負担し、申請によりあとで保険給付分(費用の９割、

８割又は７割)が支払われます。 

● 保険料を滞納すると ● 

◆１年６ヵ月以上滞納すると 

費用の全額を利用者が自己負担し、申請後も保険給付の一部または全部が一時的に差し

止めとなり、滞納していた保険料に充てられます。 

◆２年以上滞納すると 

介護保険サービスを利用するときに、利用者負担が３～４割になり、高額介護サービス

費等が受けられなくなります。 

65歳以上の方の介護保険料の納め方 

保険料の納め方－3 



＜40～64歳の方の介護保険料について＞【第２号被保険者】 

●加入している医療保険(国民健康保険や健康保険など)の保険料算定方法に基づいて決められ医

療保険の保険料と合わせて納めます。 

 

 国民健康保険に加入している方 職場の医療保険に加入されている方 

決め方 
保険料は国民健康保険税(料)の算定方法

と同様に、世帯ごとに決められます。 

医療保険ごとに設定される介護保険料率

と、給与(標準報酬月額)および賞与(標準

賞与額)に応じて決められます。 

納め方 

医療保険分と介護保険分をあわせて、国

民健康保険税(料)として世帯主が納めま

す。 

医療保険料と介護保険料をあわせて、給

与および賞与から徴収されます。 

 

＜介護保険の財源について＞ 

 

●サービス利用者負担の１～３割分を除き、介護給付費は下のグラフのような負担割合になって

います。 

●介護保険は、公費とみなさんが納める介護保険料を財源に運営しています。介護が必要になっ

たときに、だれもが安心してサービスが利用できるよう納付等にご理解願います。 

 

 
  

23%

27%

50%

65歳以上の方(第1号被

保険者)の保険料

40歳から64歳までの方

(第2号被保険者)の保険料

公費(国･北海道･安平町)

※上記は、令和６年度～令和８年度の負担割合です。 

４－介護保険の財源 



 

 

介護サービスを利用するためには、町に申請して「介護や支援が必要である」と認

定されることが必要です。 

 

 

 サービスの利用を希望する場合は、役場の窓口（健康福祉課・住民サービス課）で申請をして

ください。【申請は本人または家族のほか、成年後見人、地域包括支援センターなどに代行して

もらうこともできます。】 

 

 

 

＜訪問調査＞ 

 町の職員などが、心身の状況を調べるため、本人や家族などからお話を伺いに訪問します。 

＜主治医意見書＞ 

 主治医から介護を必要とする原因疾患などについての意見書を作成してもらいます。 

 

 

 

＜一次判定＞ 

 訪問調査で聞き取ったデータをコンピュータで一次判定をします。 

＜介護認定審査会(二次判定)＞ 

 一次判定の結果や訪問調査票の特記事項(調査票では盛り込めない事項)、主治医意見書をもと

に、「介護認定審査会」で審査し、介護が必要な度合い(要介護状態区分)を認定します。 

 

 

 

●要介護１～５までの方・・・居宅介護支援事業者に作成を依頼します。【参考/P23～24】 

●要支援１～２までの方・・・地域包括支援センターに作成を依頼します。【P22】 

 

 

 

 個人に合わせ、サービスの種類や回数を決定し、ケアプランを 

作成してもらいます。 

【認定結果によって利用できるサービスや限度額が異なります。】 

 

 

  

①要介護(要支援)認定の申請をします。 

②心身の状態などを調べます。 

③判定・審査・認定を行います。 

サービスを利用するためには＜申請から認定まで＞ サービスを利用するためには＜利用者の負担＞ 

申請から認定－5 

⑤ケアプランを作成します。(利用するサービスを選びます)【８ページ～17ページ】 

 

⑥介護サービス事業者と契約し、ケアプランに基づいた介護サービスを利用します。 

 

④ケアプランの作成を依頼します。 

 



 

・サービスを利用した場合に事業者に支払う額は所得に応じ1～3割になります。 
【要支援及び要介護認定を受けている方には、介護保険負担割合証が交付されます。】 

 
・負担割合の判定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜在宅サービスでは、介護保険で利用できる額の上限があります＞ 

 介護保険では、要介護状態区分に応じて上限額（支給限度額）が決められています。上限額の

範囲内でサービスを利用するときは、利用者負担は１～３割ですが、上限を超えてサービスを利

用した場合には、超えた分は全額利用者の負担となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保険給付額(9割)150,885円 

６－利用者の負担 

例：要介護１で負担割合１割の方が、20万円のサービスを利用した場合 

200,000円のサービス利用 

支給限度額は167,650円 

1割 対象外 

利用者負担額(1割)16,765円 

利用者負担額(保険対象外)32,350円 

利用者負担額の合計 49,115円 

＋ 

＝ 

第
１
号
被
保
険
者( 

歳
以
上)

の
方 

第２号被保険者(40歳～64歳)の方 

・本人の合計所得金額

が220万円以上 

・本人の合計所得金額

が160万円以上 

  220万円未満 

・本人の合計所得金額

が160万円未満 

・住民税非課税 

・生活保護受給者 

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が単身世帯で

340万円以上、または２人以上の世帯で463万円以上 

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が単身世帯で

280万円以上340万円未満、または２人以上の世帯で

346万円以上463万円未満 

年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が単身世帯で

280万円以上、または２人以上の世帯で346万円以上 

 
年金収入＋その他の合計所得金額の合計額が単身世帯で

280万円未満、または２人以上の世帯で346万円未満 

 

３割 

負担 

２割 

負担 

１割 

負担 

65

※高額介護サービス費の支給対象分(申請が必要です)P20 

注：保険対象外の負担は、高額介護サービス費の支給対象にはなりません。 



 

 

 

 

※限度額が適用されないサービス 

 

 

 

 

 

要介護状態区分(※状態の説明は、あくまでめやす) 

区 分 状態のめやす(※) 
１ヵ月の 

支給限度額 

１ヵ月の 

自己負担額 

利用できる 

サービス等 

非 該 当 

自立した生活ができ、今の

ところ介護や支援を必要と

しない方 

介護サービス 

の利用は不可 
― 

地域支援事業 

(介護予防教室) 

要支援１ 

ほぼ自立した生活ができる

が、介護予防のための支援

や改善が必要な方 

50,320円 

5,032円(1割) 

10,064円(2割) 

15,096円(3割) 

介護予防 

サービス 

 

生活支援 

サービス 要支援２ 

日常生活に支援は必要だが

、それによって介護予防で

きる可能性が高い方 

105,310円 

10,531円(1割) 

21,062円(2割) 

31,593円(3割) 

要介護１ 

歩行などに不安定さがあり

、日常生活に部分的な介護

が必要な方(認知面も判定) 

167,650円 

16,765円(1割) 

33,530円(2割) 

50,295円(3割) 

介護サービス 

要介護２ 

歩行などが不安定で、排せ

つや入浴などの一部または

全部に介護が必要な方 

197,050円 

19,705円(1割) 

39,410円(2割) 

59,115円(3割) 

要介護３ 

歩行や排せつ、入浴、衣服

の着脱などに、ほぼ全面的

な介護が必要な方 

270,480円 

27,048円(1割) 

54,096円(2割) 

81,144円(3割) 

要介護４ 

日常生活全般に動作能力が

低下しており、介護なしで

の生活は困難な方 

309,380円 

30,938円(1割) 

61,876円(2割) 

92,814円(3割) 

要介護５ 

生活全般に介護が必要で、

介護なしでは日常生活がほ

ぼ不可能な方 

362,170円 

36,217円(1割) 

72,434円(2割) 

108,651円(3割) 

注：自己負担額は介護保険負担割合証に記載された負担割合により変わります。(6ページ) 

また、支給限度額の範囲内で自己負担額が高額になった場合に申請により利用者の負担段階

区分によって、決定された上限を超えた分が支給される高額介護サービス費制度があります。

(20ページ) 

  

利用者の負担－７ 

●(介護予防)居宅療養管理指導 

●(介護予防)特定施設入居者生活介護 

●(介護予防)認知症対応型共同生活介護(短期除く) 

●地域密着型特定施設入居者生活介護 

●地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

●特定(介護予防)福祉用具販売 

●(介護予防)住宅改修費支給 



 

訪問介護(ホームヘルプサービス) 

 ホームヘルパーが居宅を訪問し、食事や掃除、 

洗濯、買い物などの身体介護や生活援助をします。 

 

 

 

 

 

 

                            ※早朝･夜間･深夜は別途加算があります。 

 

訪問入浴介護           訪問リハビリテーション 

 介護職員と看護職員が居宅を訪問し、移動   医師の指示のもと、理学療法士や作業療 

入浴車などで入浴介護をします。       法士、言語聴覚士が居宅を訪問し、リハビ 

                      リテーションをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護サービス(在宅サービス) 
 在宅サービスには、居宅を訪問してもらう訪問系サービスや施設に通って受ける

通所系サービスなどがあります。サービスは組み合わせて利用することができます

ので、心身の状況や介護する人の状況を考えて利用しましょう。 

※自己負担のめやすは、サービスにかかる基本的な費用の１割をめやすとして掲載しています。

サービスの利用内容によっては、さまざまな加算があります。また地域による加算や介護処遇

改善加算などもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要介護１～５の人<介護サービス> 

自宅での日常生活の手助け 

●主なサービス内容 

身体介護の例      生活援助の例 
●食事や入浴の介助      ●食事の準備や調理 

●オムツの交換、排せつの介助 ●衣類の洗濯や補修 

●衣類の着脱の介助      ●掃除や整理整頓 

●洗髪、身体の清拭           ●生活必需品の買い物 

●通院・外出の付き添い など ●薬の受け取り など 

●自己負担のめやす 

身体介護中心 

(20分以上30分未満の場合) 
244円 

生活援助中心 

(20分以上45分未満の場合) 
179円 

 

訪問してもらい利用するサービス 

●自己負担のめやす 

１回※ 308円 

※20分間リハビリテーションを行った場合。 

１回 1,266円 

 

●自己負担のめやす 

８－在宅サービス 



 

居宅療養管理指導        訪問看護 
 医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士な   疾患などを抱えている人について、看護 

どが居宅を訪問し、療養上の管理や指導を  師などが居宅を訪問し、療養上の世話や診 

します。                 療の補助をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通所介護(デイサービス)       通所リハビリテーション(デイケア) 
 通所介護施設で、食事、入浴などの日常   介護老人保健施設や医療機関などで、入 

生活上の支援や、生活行為向上のための支  浴などの日常生活上の支援や、生活行為向 

援を日帰りで行います。          上のためのリハビリテーションを日帰りで 

                     行います。 

要介護１ 762円 

要介護２ 903円 

要介護３ 1,046円 

要介護４ 1,215円 

要介護５ 1,379円 
 

※送迎を含む。 

※個別のリハビリテーションを行った場合や入浴の加算あり。 

 食費等は別途必要になります。 

<通常規模の事業所の場合>(7時間以上8時間未満の場合) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

医師の指導のもとでの助言、管理サービス 

●自己負担のめやす 

訪問看護ステーションから 

(20分未満の場合) 
314円 

病院又は診療所から 

(20分未満の場合) 
266円 

 

※早朝･夜間･深夜は加算、緊急時訪問看護加算、特別な管

理を必要とする場合などに加算あり。 

●自己負担のめやす 

医師・歯科医師の指導 

(月２回まで) 
515円 

 

施設に通って利用するサービス 

 

※送迎を含む。 

※個別の機能訓練を行った場合や入浴の加算あり。 

 食費等は別途必要になります。 

要介護１ 658円 

要介護２ 777円 

要介護３ 900円 

要介護４ 1,023円 

要介護５ 1,148円 

 

●自己負担のめやす 

●自己負担のめやす <通常規模の事業所の場合>(7時間以上8時間未満の場合) 

在宅サービス－９ 



 

特定施設入居者生活介護 
 ケアハウスや有料老人ホームに入居している高齢者に、日常生活上の支援や介護を提供 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※食費、居住費、日常生活費等は別途必要になります 

 

短期入所生活介護        短期入所療養介護 

(ショートステイ)              (医療型ショートステイ) 

 介護老人福祉施設に短期間入所して、日   介護老人保健施設などに短期間入所して、 

常生活上の支援（食事、入浴、排せつなど） 医療上のケアを含む日常生活上の支援や機 

や機能訓練などが受けられます。      能訓練、医師の診療などが受けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 従来型個室 多床室 
ﾕﾆｯﾄ型個室 

個室的多床室 

要介護1 753円 830円 836円 

要介護2 801円 880円 883円 

要介護3 864円 944円 948円 

要介護4 918円 997円 1,003円 

要介護5 971円 1,052円 1,056円 

※食費、居住費、日常生活費等は別途負担が必要です。 

 従来型個室 多床室 
ﾕﾆｯﾄ型個室 

個室的多床室 

要介護1 603円 603円 704円 

要介護2 672円 672円 772円 

要介護3 745円 745円 847円 

要介護4 815円 815円 918円 

要介護5 884円 884円 987円 

※食費、居住費、日常生活費等は別途負担が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施設に入居している人が利用するサービス 

●自己負担のめやす(1か月につき)【30日】 

短期間施設に入所して利用するサービス 

●自己負担のめやす(1日につき) ●自己負担のめやす(1日につき) 

<介護老人福祉施設・併用型の施設の場合> <介護老人保健施設の場合> 

要介護１ 16,260円 

要介護２ 18,270円 

要介護３ 20,370円 

要介護４ 22,320円 

要介護５ 24,390円 

 

10－在宅サービス 



 

介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム) 

 寝たきりや認知症で日常生活において常時介護が必要で、自宅では介護が困難な人が入

所します。食事、入浴、排せつなどの日常生活介護や療養上の世話が受けられます。 

【新規入所は、原則として要介護３以上の方が対象】 

 従来型個室 多床室 
ﾕﾆｯﾄ型個室 
個室的多床室 

要介護1 17,670円 17,670円 20,100円 

要介護2 19,770円 19,770円 22,200円 

要介護3 21,960円 21,960円 24,450円 

要介護4 24,060円 24,060円 26,580円 

要介護5 26,130円 26,130円 28,650円 

 

※食費、居住費、日常生活費等は別途負担が必要です。 

 

介護老人保健施設(老人保健施設) 

 病状が安定している人に対し、医学的管理のもとで看護、介護、リハビリテーションを

行う施設です。医療上のケアやリハビリテーション、日常的介護を一体的に提供し、家庭

への復帰を支援します。 

 従来型個室 多床室 
ﾕﾆｯﾄ型個室 
個室的多床室 

要介護1 21,510円 23,790円 24,060円 

要介護2 22,890円 25,290円 25,440円 

要介護3 24,840円 27,240円 27,390円 

要介護4 26,490円 28,830円 29,040円 

要介護5 27,960円 33,750円 30,540円 

 

※食費、居住費、日常生活費等は別途負担が必要です。 

 

 

介護サービス(施設サービス) 
 施設サービスは、介護が中心か治療が中心かなどによって入所する施設を選択し

ます。入所の申し込みは介護保険施設へ直接行い、事業者と契約します。 

※要支援の方は、施設サービスは利用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要介護１～５の人<介護サービス> 

生活全般の介護が必要 

●自己負担のめやす(1か月につき【30日】) 

リハビリテーションを受けたい 

●自己負担のめやす(1か月につき【30日】) 

施設サービス－11 



 

介護医療院 

 長期の療養を必要とする人のための施設 

で、医療と日常生活上の介護を一体的に提 

供します。 

 

●自己負担のめやす(1か月につき【30日】) 

 従来型個室 多床室 
ﾕﾆｯﾄ型個室 
個室的多床室 

要介護1 21,630円 24,990円 25,500円 

要介護2 24,960円 28,290円 28,800円 

要介護3 32,100円 35,460円 35,970円 

要介護4 35,160円 38,490円 39,000円 

要介護5 37,890円 41,250円 41,760円 

 

※食費、居住費、日常生活費等は別途負担が必要です。 

●負担限度額(1日あたり) 

施設サービス等を利用した場合の負担額 
施設サービスを利用した場合の負担額は、サービス費用の1～3割、居住費、食費、日常生活費

が自己負担となります。 

低所得の人が施設等を利用した場合の居住費・食費の負担を軽減(申請が必要です) 
低所得の人の施設利用が困難とならないように、申請により居住費・食費は下表の負担限度額

までの自己負担となります。超過分は介護保険(特定入所者介護サービス費)から給付されます。 

利用者負担は施設と利用者の間で契約により決められますが、水準となる額が定められて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者負担段階 

 

預貯金額 

要 件 

居住費等の負担限度額 食 費 の 

負 担 

限 度 額 
ユ ニ ッ ト

型 個 室 
ユニット型 

個室的多床室 

従 来 型 

個 室 多 床 室 

第1段階 
世帯員全員が住民税非課税で老齢

福祉年金の受給者、生活保護の受

給者 

単身 1,000万円 

夫婦 2,000万円 

以下 
880円 550円 

550円 

(380円) 
0円 300円 

第2段階 
世帯員全員が住民税非課税で、そ

の他の合計所得金額と年金収入額

の合計が80.9万円以下の方 

単身  650万円 

夫婦 1,650万円 

以下 
880円 550円 

550円 

(480円) 
430円 390円 

第3段階① 

世帯全員が住民税非課税で、その

他の合計所得金額と年金収入金額

の合計が80.9万円を超え、120

万円以下の方 

単身  550万円 

夫婦 1,550万円 

以下 
1,370円 1,370円 

1,370円 

(880円) 
430円 650円 

第3段階⓶ 
世帯全員が住民税非課税で、その

他の合計所得金額と年金収入金額

の合計が120万円を超える方 

単身  500万円 

夫婦 1,500万円 

以下 
1,370円 1,370円 

1,370円 

(880円 
430円 1,360円 

第4段階 上記の要件に当てはまらない方 

 

上 記 資 産 額 を 

超過している方 
負担限度額なし 

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の負担限度額は、( )内の金額となります。 

※第２号被保険者の預貯金額等の基準は負担段階に関わらず、単身1,000万円以下、夫婦で2,000万円以下です。  

医療と介護を一体的に受けたい 

●基準標準額：施設における居住費・食費の平均的な費用を勘案して定める額(1日あたり) 

●居住費：ユニット型個室 2,066円、ユニット型個室的多床室 1,728円 

     従来型個室 1,728円(介護老人福祉施設と短期入所生活介護は 1,231円) 

多床室 437円（介護老人福祉施設と短期入所生活介護は 915円） 

●食 費：1,445円 

12－施設サービス 

特定入所者介護(予防)サービス費【介護保険負担限度額の申請】 



 

介護予防訪問入浴介護      介護予防訪問リハビリテーション 

 居宅に浴室がない場合や、感染症など    理学療法士や作業療法士、 

で浴室の利用が難しい場合、        言語聴覚士に訪問してもらい、 

入浴サービスが利用できます。       リハビリテーションをします。 

 

 

 

 

介護予防居宅療養管理指導    介護予防訪問看護 

 医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士    看護師などが居宅を訪問し、介護予防を目 

など居宅を訪問し、介護           的とした療養上の世話や診療の補助をします。 

予防を目的とした療養上 

の管理や指導をします。 

 

 

 

介護予防通所リハビリテーション(デイケア)  

 介護老人保健施設や病院・診療所で、食事などの日常生活上の支援や生活行為向上の 

ための支援、リハビリテーション、目標に合わせた選択的サービスが利用できます。 

 

 

 

介護予防サービス 
 在宅サービスには、居宅を訪問してもらう訪問系サービスや施設に通って受ける

通所系サービスなどがあります。 

※自己負担のめやすは、サービスにかかる基本的な費用の１割をめやすとして掲載しています。

サービスの利用内容によっては、さまざまな加算があります。また地域による加算や介護処遇

改善加算などもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要支援１・２の人<介護予防サービス> 

訪問してもらい利用するサービス 

●自己負担のめやす 

１回※ 298円 

 

１回 856円 

 

●自己負担のめやす 

医師の指導のもとでの助言、管理サービス 

●自己負担のめやす 

医師･歯科医師の場合 

(月2回まで) 
515円 

 

●自己負担のめやす 

※20分以上のリハビリテーションを行った場合。 

訪問看護ステーションから 

(30分未満の場合) 
451円 

病院又は診療所から 

(30分未満の場合) 
382円 

 ※早朝･夜間･深夜は加算、緊急時訪問看護加算、特別な管理

を必要とする場合などの加算あり。 

施設に通って利用するサービス 

●自己負担のめやす(1か月につき) 

共通的サービス ※送迎、入浴を含む。 

要支援１ 2,268円 

要支援２ 4,228円 

 
※食費等は別途負担が必要です。 

選択的サービス(14ページ) 

運動器機能向上 225円 

栄養改善 200円 

口腔機能向上 150円 

 

介護予防サービス－13 



 

介護予防特定施設入居者生活介護 

 ケアハウスや有料老人ホームに 

入居している高齢者に、介護予防 

を目的とした日常生活上の支援や 

介護を提供します。 

 

 

介護予防短期入所生活介護 

(ショートステイ) 

 介護老人福祉施設に短期間 

入所して、日常生活上の支援 

（食事、入浴、排せつ）や機 

能訓練などが受けられます。 

 
介護予防短期入所療養介護 

(医療型ショートステイ) 
 介護老人保健施設などに短期間入所して、 

介護予防を目的とした医療上の 

ケアを含む日常生活上の支援や 

機能訓練、医師の診療な 

どが受けられます。 

 

 

 

 

 

 

 従来型個室 多床室 
ﾕﾆｯﾄ型個室 
個室的多床室 

要支援1 451円 451円 529円 

要支援2 561円 561円 656円 

 

※食費、居住費、日常生活費等は別途負担が必要です。 

 従来型個室 多床室 
ﾕﾆｯﾄ型個室 
個室的多床室 

要支援1 579円 613円 624円 

要支援2 726円 774円 789円 

 

※食費、居住費、日常生活費等は別途負担が必要です。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施設に入居している人が利用するサービス 

短期間施設に入所して利用するサービス 

●自己負担のめやす(1か月につき) 

【30日】 

要支援１ 5,490円 

要支援２ 9,390円 

 

<介護老人福祉施設・併用型の施設の場合> 

<介護老人保健施設の場合> 

●自己負担のめやす(1日につき) 

●自己負担のめやす(1日につき) 

14－介護予防サービス 

※食費等は別途負担が必要です。 

 

介護予防通所リハビリテーションで提供される選択的サービスには、次のようなものがあり 

ます。利用者の目標に応じて利用できます。また、組み合わせて利用することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

運動器機能向上 栄養改善 口腔機能向上 

理学療法士などの指導で、ス 

トレッチや筋力トレーニングな 

どをします。 

管理栄養士などの指導で、低 

栄養を予防するための食べ方や、 

食事つくりなどをします。 

歯科衛生士や言語聴覚士などの 

指導で、歯みがきや摂食・えん下 

機能向上の訓練などをします。 

選択的サービスが利用できます(通所系サービス) 



 

第１号訪問事業(訪問型サービス) 
 利用者が自立した生活ができるよう、ホームヘルパ 

ーによる入浴や食事など生活の支援が受けられます。 

 

 

第１号通所事業(通所型サービス) 
 通所介護施設(デイサービスセンター)で、食事・入浴などの基本的サービスや生活行為 

向上のための支援、目標に合わせた選択的サービスが利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１号介護予防支援事業(介護予防ケアマネジメント) 

 個人に合わせ、サービスの種類や回数を決定し、 

ケアプランを作成します。 

 

ケアプランの作成に自己負担はありません。 

 

 

介護予防・生活支援サービス 
 いままで介護予防サービスで提供されていた「介護予防訪問介護(ホームヘルプ)」

と「介護予防通所介護(デイサービス)」は、それぞれ「訪問型サービス」と「通所型

サービス」として介護予防・生活支援サービス事業として提供しています。 

※自己負担のめやすは、サービスにかかる基本的な費用の１割をめやすとして掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要支援１・２の人及び総合事業の対象者<介護予防・生活支援サービス事業> 

自宅での日常生活の手助け 

●自己負担のめやす(1か月につき) 

週１回程度の利用 1,176円 

週２回程度の利用 2,349円 

週２回程度を超える利用(要支援2のみ) 3,727円 

 

※身体介護・生活援助の区分はありません。 

※乗車・降車等の介助は利用できません。 

施設に通って利用するサービス 

●自己負担のめやす(1か月につき) 

要支援１ 1,798円 

要支援２ 3,621円 

 ※食費等は別途負担が必要です。 

共通的サービス ※送迎、入浴を含む。 選択的サービス(主な加算) 

栄養改善 200円 

口腔機能向上 150円 

生活機能向上 

グループ活動 
100円 

 

ケアプランの作成をする 

介護予防・生活支援サービス－15 



 

(介護予防)認知症対応型通所介護 

 認知症高齢者を対象に、食事や入浴、専門的なケアが日帰りで受けられます。 

 

＜単独型の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(介護予防)認知症対応型共同生活介護【グループホーム】 
 認知症高齢者が共同生活をする住宅で、スタッフの介護を受けながら、食事・入浴 

などの介護や支援、機能訓練を受けられます。 

 

 

地域密着型サービス 
 住み慣れた地域での生活を続けるために、地域の実情に応じたサービスが受けら

れます。ただし、原則として、他の市町村のサービスは受けられません。 

※自己負担のめやすは、サービスにかかる基本的な費用の１割をめやすとして掲載しています。

サービスの利用内容によっては、さまざまな加算があります。また地域による加算や介護処遇

改善加算などもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域密着型サービス<住み慣れた地域で住み続けるために> 

認知症高齢者を対象としたサービス 

●自己負担のめやす(7時間以上8時間未満の場合) 

※要支援１の人は利用できません。 

要支援１ 861円 

要支援２ 961円 

要介護１ 994円 

要介護２ 1,102円 

要介護３ 1,210円 

要介護４ 1,319円 

要介護５ 1,427円 

 

要支援２ 22,830円 

要介護１ 22,950円 

要介護２ 24,030円 

要介護３ 24,720円 

要介護４ 25,230円 

要介護５ 25,770円 

 

●自己負担のめやす(1か月につき)【30日】 

<ユニット数１の場合> 

16－地域密着型サービス 

※施設を利用した場合、食費、居住費、日常生活費等は別途必要になります。 



 

(介護予防)小規模多機能型居宅介護 

 通所を中心に、利用者の選択に応じて訪問系や泊まりのサービスを組み合わせ、 

多機能なサービスを受けられます。 

 

 

要支援１ 3,450円 

要支援２ 6,972円 

要介護１ 10,458円 

要介護２ 15,370円 

要介護３ 22,359円 

要介護４ 24,677円 

要介護５ 27,209円 

 

●自己負担額のめやす(1か月につき)【30日】 

 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

 定員が29名以下で、小規模な介護老人福祉施設となっており、寝たきりや認知症で日常

生活において常時介護が必要で、自宅では介護が困難な人が入所します。食事、入浴、排

せつなどの日常生活介護や療養上の世話が受けられます。 

【新規入所は、原則として要介護３以上の方が対象】 

 

 

  従来型個室 多床室 
ﾕﾆｯﾄ型個室 
個室的多床室 

要介護1 18,000円 18,000円 20,460円 

要介護2 20,130円 20,130円 22,590円 

要介護3 22,350円 22,350円 24,840円 

要介護4 24,510円 24,510円 27,030円 

要介護5 26,610円 26,610円 29,130円 

 

 

・地域密着型特定施設入居者生活介護（定員が29名以下の有料老人ホーム等） 

・夜間対応型訪問介護（巡回や通報システムによる夜間専用の訪問介護） 

・看護小規模多機能型居宅介護（小規模多機能型居宅介護と訪問看護の組み合わせ） 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護（定期巡回と随時対応の訪問介護と訪問看護） 

・地域密着型通所介護（定員が18名以下の通所介護） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈同一建物に居住する者以外の者に対して行う場合〉 

地域密着型サービス－17 

通いを中心としたサービス 

日常生活全般のサービス 

 

※施設を利用した場合、食費、居住費、日常生活費等は別途必要になります。 

※要支援1･2の人は利用できません。 

●自己負担額のめやす(1 か月につき)【30 日】 
 

※施設を利用した場合、食費、居住費、日常生活費等は別途必要になります。 

その他の地域密着型サービス 

※本サービスの利用者は、他のサービス(訪問看護、訪問リハ、福祉用具貸与を除く)を利用することはできません。 



 

(介護予防)福祉用具貸与 

 日常生活の自立を助けるための福祉用具 

(下記の品目)をレンタルするサービスです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定(介護予防)福祉用具販売 

 右記の福祉用具を、都道府県の指定を受 

けた事業者から購入したとき、購入費が支 

給されます。 

 

 

 

 

 

 

福祉用具貸与・購入、住宅改修 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉用具貸与・購入、住宅改修 <生活する環境を整えるサービス> 

福祉用具をレンタルする 

●自己負担について 

※レンタル費用の１～３割です。支給限度額が適用されますが、用具の種類や事業者により金額は変わります。 
 

 

◆要支援１以上の方が利用できます。 

①スロープ(工事を伴わないもの) 

②歩行器 

③歩行補助つえ 

④手すり(工事を伴わないもの) 

【軽度者に対する福祉用具貸与】 

※対象とならない福祉用具でも、必要 

 と認められた場合には、例外で貸与 

 できる場合があります。 

（医師の所見書等が必要です。） 

◆要介護２以上の方が利用できます。 

⑤車いす 

⑥車いす付属品(電動補助装置など) 

⑦特殊寝台 

⑧特殊寝台付属品(サイドレールなど) 

⑨床ずれ防止用具 

⑩体位変換器 

⑪認知症老人徘徊感知機器 

⑫移動用リフト(つり具を除く) 

◆要介護４以上の方が利用できます。 

⑬自動排せつ処理装置 

福祉用具を購入する 

●自己負担について 

※いったん利用者が全額負担します。後で領収書 

などを添えて町に申請すると、同年度で１０万円を

上限に費用の７～９割が支給されます。 

 ①腰かけ便座 

②特殊尿器 

③入浴補助用具 

④簡易浴槽 

⑤移動用リフトのつり具 

 

都道府県の指定を受けていない事業者から購入し 

た場合は支給されませんので、ご注意ください。 

※事業所にいる「福祉用具専門相談員等」にアドバイスを受けるようにしましょう。 

申請が必要です 

18－福祉用具貸与・購入 

福祉用具の選択制 

下記の品目についてはレンタルと購入の選択ができます。             

① 固定用スロープ ② 歩行器 ③ 単点杖 ④多点杖          

※自己負担については選択により変わります。                     
                  



 

(介護予防)住宅改修費支給 

 手すりの取り付けや段差解消などの住宅 

改修をしたとき、２０万円を上限に費用の 

７～９割が支給されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小規模な住宅改修 

●自己負担について 

※事前に町に申請し、いったん利用者が改修費全 

額負担します。改修後２０万円を上限に費用の７ 

 ～９割が支給されます。 

※引っ越しした場合や、要介護度が大きく上がった 

 ときには、再度給付が受けられます 

例：要支援2又は要介護1の場合は、要介護4以上 

事前に申請が必要です 

提出に必要な書類 
●住宅改修に要した費用の領収書 

●工事費内訳書 

 介護保険の対象となる工事の種類を明記し、 

 各費用などが適切に区分してあるもの。 

●完成後の状態を確認できる書類 

 改修後の日付入りの写真を添付。 

申請に必要な書類 
●住宅改修費支給申請書 

●住宅改修の必要な理由書 

 ケアマネジャーや福祉住環境コーディネーター 

 などに作成を依頼します。 

●住宅の所有者の承諾書 

 (改修の利用者と住宅の所有者が異なる場合) 
 

●工事見積書(及び改修前の写真日付入り) 

●改修後の完成予定の状態がわかるもの 

 改修箇所の簡単な図面と完成イメージの写真等。 

工事の実施・完了／支払（全額） 

施工事業者の選択・見積もり依頼 

役場へ領収書などを提出 

役場へ事前に申請をする 

改修費の支給（費用の7～9割） 

ケアマネジャーなどに相談 

手続きの流れ 

①引き戸などへの扉

の取り替えやドア

ノブの取り換えな

ど 

②段差解消 

⑤滑りにくい床材に変更 

③手すりの取り付け 

④和式便器を洋式便器に

取り替え、および、そ

の際の洗浄機能付き便

座の設置(便器の取り

替えにともなう場合に

限る) 

住宅改修－19 

※複数の業者で比較する 

※承認後に工事を開始する 



◆高額介護サービスの対象にならないもの 

・福祉用具購入費や住宅改修費の自己負担分 

・施設サービス等の食費、居住費、日常生活費など、介護保険給付対象外のサービスの利用者負担分 

・支給限度額を超えた利用者負担分 

 

 

 

＜高額介護サービス費＞ 
 同じ月に利用したサービスの「１～３割の利用者負担の合計金額」が高額になり、一定額を超

えた場合に申請することで超えた分が「高額介護サービス費」として後から支給されます。同じ

世帯に複数の利用者がいる場合は世帯の合計額となります。 

区分 対 象 者 自己負担の上限額(世帯合計) 

1 

・生活保護の受給者 

・利用者負担を15,000円に減額することで生活保護の受給者

とならない場合 

15,000円 

2 

・世帯全員が住民税非課税の方で、合計所得金額と課税年金

収入額が80.9万円以下の方等 

・老齢福祉年金の受給者 

 

24,600円 

(個人：15,000円) 

3 世帯全員が住民税非課税の方 24,600円 

4 住民税課税世帯の方で下記5・6の区分に該当しない方 44,400円 

5 
住民税課税世帯の方で課税所得が380万以上690万未満の65

歳以上の方がいる世帯※ 
93,000円 

6 
住民税課税世帯の方で、課税所得が690万円以上の65歳以上

の方がいる世帯※ 
140,100円 

※利用者が世帯主で、同一世帯に19歳未満（前年所得38万円以下）の方がいる場合、19歳未満の世帯

員数に応じた一定額が課税所得から控除されます。 

 

 

 

 

 

 

＜高額医療・高額介護サービス費＞ 
 同じ世帯内で、医療保険と介護保険の両方を利用している場合は、両方の負担を合せ高額にな

ってしまうケースに対し、「高額医療・高額介護合算制度」が設けられています。 

 医療保険と介護保険の自己負担額を合算して年間の限度額を超えた場合には、申請して認めら

れると「高額医療合算介護サービス費」として、超えた分が後から支給されます。 

◆自己負担限度額（70歳未満の方）  ◆自己負担限度額（70歳以上の方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 毎年7月31日時点で加入している医療保険の所得区分が適用されます。 

 低所得者Ⅰ区分の世帯で介護サービスの利用者が複数いる場合は、限度額の適用方法が異なります。 

 支給の申請は、医療保険の窓口となりますので加入する健康保険での手続きをお願いします。 

  

高額介護サービス費、高額医療・高額介護合算制度 

20－高額介護、高額合算 

所 得 区 分 

(基礎控除後の総所得金額等) 
限度額 

901万円超 212万円 

600万円超901万円以下 141万円 

210万円超600万円以下 67万円 

210万円以下 60万円 

住民税非課税世帯 34万円 

 

 

 

所 得 区 分 限度額 

現 役 並 み 

所 得 者 

(Ⅲ)課税所得690万円以上の方 212万円 

(Ⅱ)課税所得380万円以上の方 141万円 

(Ⅰ)課税所得145万円以上の方 67万円 

一 般 課税所得145万円未満の方 56万円 

低 所 得 Ⅱ 住民税非課税の方 31万円 

低 所 得 Ⅰ 住民税非課税で一定基準以下 19万円 

 



 

 

 

 社会福祉法人または市町村が経営する事業所や施設が北海道知事・安平町長に申

し出て、生計が困難な低所得者の利用者負担軽減に取り組む制度です。 
 

◆低所得による生計困難者についての軽減措置（対象者ごとの軽減対象費用と軽減割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会福祉法人等による利用者負担額軽減制度－21 

社会福祉法人等による利用者負担額軽減制度 

 
生計困難者 生活保護受給者 

生活扶助基準見直しに 

ともなう特例措置対象者 

軽

減

対

象

者 

住民税非課税で、次の要件を満たし

ていて町が認める者 

【同一世帯に属しない配偶者の課税

状況等も要件に含みます。】 

①年間収入が150万円以下（世帯

員１人ごとに50万円を加算） 

②預貯金等が350万円以下（世帯

員１人ごとに100万円を加算） 

③日常生活に供する資産以外に資産

がない 

④親族等に扶養されていない 

⑤介護保険料を滞納していない 

・生活保護受給者 

・介護支援給付受給者 
(中国残留邦人等の円滑な

帰国の促進及び永住帰国後

の自立支援に関する法律) 

下記の①かつ②のうち、引続き

本事業に基づく軽減対象者に該

当する者 

①平成25年度8月1日･平成26

年4月1日･平成27年4月1日施

行の生活扶助基準の改正に伴い

生活保護が廃止された者 

②廃止時点において本事業に基

づく軽減または特定入所者介護

(予防)サービス費の支給により

居住費の利用負担がなかった者 

軽
減
対
象
と
な
る
費
用 

次のサービスに係る１割負担、食

費、居住費 

訪問介護、夜間対応型訪問介護、

通所介護、認知症対応型通所介

護、短期入所生活介護、定期巡

回・随時対応型訪問介護看護、小

規模多機能型居宅介護、地域密着

型老人福祉施設入所者生活介護、

複合型サービス、介護福祉サービ

ス、予防サービス(相当)も含む 

次のサービスに係る居住

費(従来型個室、ユニット

型個室的多床室、ユニッ

ト型個室に限る。) 

短期入所生活介護、地域

密着型介護老人福祉施設

入所者介護、介護福祉施

設サービス、予防サービ

ス(相当)も含む 

・次のサービスに係る１割負

担、食費 

左記の生計困難者と同じ 

・次のサービスに係る居住費 

左記の生計困難者・生活保護

受給者と同じ 

軽
減
割

合 

原則1/4 

（老齢福祉年金受給者は1/2） 

全額 

(補足給付等の支給後の額) 

・１割負担、食費 原則1/4 

（老齢福祉年金受給者は1/2） 

・居住費 全額 

（補足給付等の支給後の額） 

軽
減
の
イ
メ
ー
ジ 

   

他
の
サ
ー
ビ
ス 

【１割負担分】 

・定期巡回・随時対応型訪問介護

看護、特別養護老人ホーム、小規

模多機能型居宅介護及び複合型サ

ービスを利用する、高額介護サー

ビス費で第２段階の方は、軽減の

対象にはなりません。 

【１割負担分・食費】 

・軽減対象にはなりませ

ん 

 

【食費・居住費】※生活保護者は居住費(従来型個室、ﾕﾆｯﾄ型個室的多床室、ﾕﾆｯﾄ型個室に限る) 

・施設サービス及び短期入所サービスの方の支給は特定入所者生活介護(予防)サービス費(申請)

が優先になります。 

※本事業は北海道及び町に事業実施の申出があった事業者のみが対象となりますのでご注意

ください。（対象事業者であるかどうかは直接事業所にお尋ねください） 

対象サービスに係る 

１割負担分 

 

食費  

居住費  

 

1/4 

軽減 

対象サービスに

係る１割負担分 

 

食費  

居住費 全額 

※多床室の場合、居住費

は補足給付により支給。 

生活

保護 

対象サービスに係る 

１割負担分 

 

食費  

居住費 全額 

 

1/4 

軽減 



地域包括支援センターとは、地域で暮らす高齢者の方が住み慣れた地域で安心して過ご

すことができるよう、介護保険によるサービス以外にも様々な社会資源等を活用し、総合

的に支える活動をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                

 

介護支援事業 

◆介護手当支給 

◆介護用品支給 

◆福祉用具購入費助成事業 

◆足腰しゃんしゃん教室 

◆徘徊高齢者等ＳＯＳネットワーク事業 

 

 

注：上記の対象者はそれぞれ利用条件等があり

ますので下記までご確認願います。 

 

問合先：0145-29-7072 

(健康福祉課 介護グループ 

       地域包括支援センター） 

高齢者福祉事業 

◆外出支援サービス ◆福祉交通助成 

◆通院移送サービス ◆除雪サービス 

◆緊急通報システム ◆長寿祝金 

◆災害時等要援護者登録制度 

問合先：0145-29-7071 

(健康福祉課福祉グループ) 

社会福祉協議会事業 

◆給食サービス  ◆鍵預かりサービス 

◆福祉用具の貸出 ◆通いの場の支援 

◆救急医療情報キット配布 ◆福祉車両 

問合先：0145-22-3061 

(安平町社会福祉協議会) 

    0145-25-2263 

(安平町社会福祉協議会追分支所) 

 

 

 

                         ※一部修正あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

◆介護や健康に関する相談 

介護予防ケアプランの作成、要介護認

定の申請、健康の維持などへのアドバ

イス 

● 地域包括支援センターの役割 ● 

◆権利を守る相談・助言 

認知症の方などへの成年後見制度の活

用支援、悪質な訪問販売など消費者被

害の相談・被害防止、虐待の相談・早

期発見 

主な活動 

◆介護予防事業の実施 

今後の高齢者施策等に関する資料とす

るため、町内在住の65歳以上の方を対

象に、訪問し現状調査を実施。高齢者

の体力向上や要介護状態にならないた

めの教室活動を実施しています。 

● 介護保険以外のサービス ● 

地域包括支援センター・介護保険外サービス 

22－地域包括支援センター 

安平町地域包括支援センター 早来地区     ：0145-29-7072 

安平町地域包括支援センター 追分地区     ：0145-25-4555 

◆地域のネットワークの強化と活用 

サービス事業者や医療機関、地域住民、

ボランティア団体など地域を支える組

織・機関とのネットワークをつくり、よ

り強化して活用しながら様々な地域課題

を解決します。 

問合先 



 

 

＜介護保険等申請窓口＞【市外局番 0145】 ※一部修正あり 

窓口の名称 住  所 電話番号 

安平町役場健康福祉課 介護グループ 
早来大町９５番地 

総合庁舎 
29-7072 

安平町地域包括支援センター  

安平町役場住民サービス課住民サービスグループ 追分中央１番地４０ 

総合支所 

（ぬくもりセンター内） 

25-4555 
安平町地域包括支援センター 

在宅介護支援センター安平の郷 

（追分・安平・瑞穂地区） 

安平６７５番地１６ 

（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ安平の郷内） 
080-6085-7894 

在宅介護支援センターふもんけ 

（早来・遠浅地区） 
早来富岡１２９番地 090-6879-8957 

＜町内の主な介護保険サービス等事業所＞【市外局番 0145】 

サービス内容 事業所名 定員 住  所 電話番号 

居宅介護支援 
追分陽光苑居宅介護支援事業所 － 追分青葉１丁目102番地 25-2233 

サックル介護保険相談所 － 早来栄町157番地1 22-4685 

訪問介護 
安平町社協追分ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰｾﾝﾀｰ － 追分本町5丁目41番地 29-7150 

安平町社協ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰｾﾝﾀｰ － 早来大町41番地 26-2911 

訪問リハビリテーション あびら追分クリニック ― 追分本町1丁目43番地 25-2531 

居宅療養管理指導 
赤いひまわり薬局 － 追分本町1丁目37番地 26-6555 

ふじい薬局早来大町店 － 早来大町79番地3 22-3255 

通所介護(デイサービス) 
追分陽光苑 25名 追分青葉１丁目102番地 25-2233 

デイサービスサックル 20名 早来栄町157番地1 22-4646 

認知症対応型通所介護 デイサービスサックル 10名 早来栄町157番地1 22-4646 

短期入所介護(ｼｮｰﾄｽﾃｲ) 追分陽光苑 6名 追分青葉1丁目102番地 25-2233 

小規模多機能型居宅介護 華たば 29名 追分中央1番地41 26-6112 

認知症対応型共同生活介護 

(グループホーム) 

ふるさとおいわけ 18名 追分中央1番地41 26-6111 

グループホームさかえ 9名 早来栄町133番地65 26-2323 

グループホーム安平の郷 18名 安平675番地16 26-3301 

介護老人福祉施設 追分陽光苑(特養) 30名 追分青葉1丁目102番地 25-2233 

地域密着型介護老人福祉施設 早来陽光苑(小規模特養) 20名 早来栄町164番地3 26-2231 

軽費老人ホーム(特定施設) 
ケアハウスサックル 30名 早来栄町157番地1 22-4646 

軽費老人ホーム(一般型) 

医療機関 あびら追分クリニック － 追分本町1丁目43番地 25-2531 

医療機関 渡邉医院 － 早来大町116番地4 22-2250 

単身高齢者生活共同施設 はーと苑 8名 追分中央1番地71 25-3426 

高齢者生活共同施設 ぽっぽ苑 20名 追分中央1番地66 25-4525 

住宅型有料老人ホーム 高齢者住宅｢安平の郷｣ 7名 安平675番地16 26-3301 

  

申請窓口、介護事業所－23 

安平町の介護保険等申請窓口・主な介護サービス事業所 



  

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

【居宅サービス】

①  

②

③

④

⑤

⑥

【施設サービス】

⑦

⑧

【その他】

⑨

⑩

サ ー ビ ス 内 容 事　業　所　名 電　　話

高齢者生活共同施設 ぽっぽ苑（町営） 0145-25-4525

単身高齢者生活共同施設 はーと苑(町営） 0145-25-3246

介護老人福祉施設 特別養護老人ホーム　追分陽光苑 0145-25-2233

グループホーム グループホーム　ふるさとおいわけ 0145-26-6111

訪問介護

サ ー ビ ス 内 容 事　業　所　名 　　　電　　話

短期入所介護（ショートステイ） 追分陽光苑 0145-25-2233

小規模多機能型居宅介護事業所 華たば 0145-26-6112

訪問リハビリテーション あびら追分クリニック　訪問リハビリテーション 0145-25-2531

通所介護（デイサービス） 追分陽光苑デイサービスセンター 0145-25-2233

電　　話

安平・苫小牧方面

安平町社協追分ホームヘルパーセンター 0145-29-7150

安　平　川

居宅介護支援 追分陽光苑居宅介護支援事業所 0145-25-2233

サ ー ビ ス 内 容 事　業　所　名

追分ふれあい
センター

い・ぶ・き
（安平町商工会事

務所）

おいわけこども園

安平山スキー場

追分高等学校

労働会館

追分駐在所
消防署

追分出張所

⑯社会福祉協議会追分支所

②安平町社協追分ホームヘルパーセンター

追分中学校

卍

卍

⑬ひまわり歯科医院
南公営住宅

柏が丘球場

至 安平駅

24-安平町介護・医療マップ 



 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

【医療機関】

⑪

⑫

⑬

【相談窓口】

⑭

【行政機関】

⑮ 安平町地域包括支援センター（追分地区）

⑯ 安平町社会福祉協議会追分支所

【24時間相談窓口】

在宅介護支援センター安平の郷は、町の委託を受け福祉や介護等に関する相談を24時間無料で受付
け、いつでもサポート対応しますので心配ごとや困ったことなどございましたら相談してください。

電　　話

在宅介護支援センター安平の郷（追分・安平地区） 080-6085-7894

事　業　所　名

電　　話

0145-25-2263

0145-26-6555

0145-25-4555

医療介護連携相談室 あびら追分クリニック 医療介護連携相談室 0145-25-2531

歯科 ひまわり歯科医院 0145-26-6480

事　業　所　名

薬局 赤いひまわり薬局

岩見沢方面

安　平　川

追分町ＩC　　　

電　　話

病院 社会医療法人平成醫塾　あびら追分クリニック 0145-25-2531

ＪＲ追分駅

追分郵便局

追分公民館

卍

⑪あびら追分クリニック

⑭安平追分クリニック 医療介護連携相談室

③あびら追分クリニック

訪問リハビリテーション

⑬赤いひまわり薬局

追分墓地

追分斎場

大型遊具ドッグラン

鹿公園キャンプ場

北海道銀行

道の駅

あびらＤ５１

ステーション

鉄道資料館

⑥
華
た
ば

⑩はーと苑
⑦グループホーム

ふるさとおいわけ

⑧特別養護老人ホーム追分陽光苑

①追分陽光苑居宅介護支援事業所

④追分陽光苑デイサービスセンター

⑤ショートステイ

青葉会館

ぬくもりの湯 ⑨ぽっぽ苑

追分小学校

卍

⑬ひまわり歯科医院

安平町役場 総合支所
（ぬくもりセンター）

⑮安平町地域包括支援センター

中央公営住宅

セ

ン

タ

ー

ブ

リ

ッ

ジ

岩見沢方面

多目的

スポーツセンター

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

柏が丘公園

（ポッポらんど）

2025.1.1現在

安平町介護・医療マップ－25 



 

【居宅サービス】

【施設サービス】

通所介護（デイサービス） ⑳ 安平町デイサービスセンターサックル 0145-22-4646

ケアハウス ㉔ サックル（一般型・特定施設入居者生活介護） 0145-22-4646

グループホーム ㉒ グループホーム　さかえ 0145-26-2323

サービス内容 事　業　所　名 電　　話

介護老人福祉施設 ㉓ サテライト型特別養護老人ホーム　早来陽光苑 0145-26-2231

㉑ 認知症デイサービスセンターサックル 0145-22-4646

居宅介護支援 ⑱ サックル介護保険相談所 0145-22-4685

サービス内容 事　業　所　名 電　　話

訪問介護 ⑲ 安平町社協ホームヘルパーセンター 0145-26-2911

安 平 川

大師ケ丘
グランド

ＪＲ早来駅

⑱サックル介護保険相談所

⑳安平町デイサービスセンターサックル

㉑認知症デイサービスセンターサックル

㉔ケアハウスサックル

㉙在宅介護支援センターふもんけ（早来･遠浅地区）

保
健
セ
ン
タ
ー

大師ケ丘

公 園

北電早来変電所

㉒グループホームさかえ

早来跨線橋

さつき公営住宅

安平町役場 総合庁舎

㉚安平町地域包括支援センター

鶴の湯温泉 さらに進む

㉓サテライト型

特別養護老人ホーム

早来陽光苑

至 遠浅駅

卍

卍

ＪＲ早来駅

早来研修センター

ＪＡバンク

㉛安平町社会福祉協議会

⑲安平町社協ホームヘルパーセンター

さつき公営住宅

商

工

会

安
平
町
さ
か
え
合
宿
所

鶴の湯温泉 さらに進む

至 遠浅駅

卍

㉗早来ファミリー

歯科クリニック

安平町物産館

ラピア
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【医療機関】

【相談窓口】

事　業　所　名

㉙ 社会福祉法人　富門華会

【行政機関】

安平町地域包括支援センター（早来地区）

安平町社会福祉協議会

【24時間相談窓口】

在宅介護支援センターふもんけ（早来・遠浅地区）

在宅介護支援センターふもんけは、町の委託を受け福祉や介護等に関する相談を
24時間無料で受付け、いつでもサポート対応しますので心配ごとや困ったことな
どございましたら相談してください。

090-6879-8957

電　　話事　業　所　名

090-6879-8957

㉛

在宅介護支援センターふもんけ（早来・遠浅地区）

電　　話

0145-22-3061

0145-29-7072

電　　話

㉚

サービス内容

㉘

事　業　所　名 電　　話

医院 ㉕ 医療法人社団並木会　渡邉医院 0145-22-2250

0145-22-4182日野歯科

薬局 ㉖ ふじい薬局早来大町店 0145-22-3255

歯科 ㉗ 早来ファミリー歯科クリニック 0145-22-4649

北
海
道
銀
行

早来ゆきだるま郵便局

せいこドーム（早来プール）

早来学園

ときわ公園
・

ときわキャンプ場ときわ球場

郷土資料館

早来駐在所

町民センター
（早来公民館）

はだしの広場

はやきた子ども園

テニスコート

至 安平駅

北
海
道
銀
行

㉕渡邉医院

せいこドーム（早来プール）

ときわ公園
・

ときわキャンプ場ときわ球場

スポーツ合宿所

郷土資料館

屋外スケートリンク

早来駐在所

町民センター
（早来公民館）

はだしの広場

はやきた子ども園

テニスコート

みなくる

あかね団地

消防署安平支署

しののめ交流館

至 安平駅

㉘日野歯科

㉖ふじい薬局早来大町店
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【施設サービス】

㊱
㊲

【相談窓口】

㊳
【24時間相談窓口】

在宅介護支援センター安平の郷は、町の委託を受け福祉や介護等に関する相談を24時
間無料で受付け、いつでもサポート対応しますので心配ごとや困ったことなどござい
ましたら相談してください。

サービス内容 事　業　所　名 電　　話

サービス内容 事　業　所　名 電　　話

グループホーム

在宅介護支援センター安平の郷（追分・安平地区） 安平の郷

在宅介護支援センター安平の郷（追分・安平地区） 080-6085-7894

安平の郷 0145-26-3301

080-6085-7894

安平の郷 0145-26-3301
住宅型有料老人ホーム　

事　業　所　名 電　　話

安平駅

安平郵便局

遠浅駅

遠浅公園

JAとまこまい広域

早来支所倉庫

遠浅郵便局

遠浅
アイリスタウン

遠浅駐在所

遠浅公民館

アイリス公園

安平消防団

安平分団

安平公民館

遠浅公営住宅

安平公営住宅

㊱グループホーム安平の郷

㊲住宅型有料老人ホーム安平の郷

㊳在宅介護支援センター安平の郷（追分・安平地区）

安平町給食センター

センターハウス
とあさ

至 追分駅
至 早来駅

至 沼ノ端駅 至 早来駅

卍

卍

卍

安平駐在所

安平消防団遠浅分団

グラウンド

安平町あびら交流
センター
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安平町認知症ケアパス 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症ケアパスとは認知症を発症したときに、状態や症状に応

じて受けられる支援やサービスの内容を標準的に案内するもの

です。認知症の人やその家族が住みなれた地域で安心して暮ら

していくために「認知症ケアパス」を活用してください。詳しい内

容や利用につきましては安平町地域包括支援センターや健康

福祉課などにご相談ください。 

～認知症になっても住み慣れた地域で暮らしていくために～ 



 

 認知症に早く気づこう  
 

 認知症ってどんな病気？  

 認知症とは、病気などが原因で脳細胞が死んだり、働きが悪くなったことによ

り、様々な障害が起こり、生活や対人関係に支障が出ている状態をいいます。 

 年齢を重ねれば誰でも、思い出したいことをすぐに思い出せなくなったり、新

しいことを覚えるのが難しくなりますが、｢認知症｣はこのような加齢による物忘

れとは違います。 

 認知症の種類によって、脳内で起きている変化や変化が起きる場所などが異な

り症状も変わりますが、時間の経過とともに重症化していくことは共通していま

す。したがって、早期発見と早期対応が重要になってきます。 

 

 

 主な認知症の種類と特徴  

アルツハイマー型認知症 

・認知症の半数以上を占める最も多い認知症で、脳の神経細胞が

減少し、脳が小さく縮むことにより起こる病気です 

・最近のことを忘れ、事実とは異なることを話すことがあります 

・本人が楽観的であまり気にしません 

・穏やかに進行します 

脳血管性認知症 

・脳梗塞や脳出血などの脳の血管障害が原因で起こる病気です 

・気分が落ち込んだり、何かをしようとする意欲が下がります 

・記憶障がいは軽く、人格や判断力は保たれることが多い 

・動脈硬化の危険因子を抱える男性に多く、脳血管障がいの再発

を防ぐことで進行を予防できます 

レビー小体型認知症 

・脳にレビー小体という物質がたまることにより起こる病気です 

・実際にはいない人や動物、昆虫が見える詳細な幻視や、手の震

え、動作が鈍い、転びやすいなどの症状があり、状態に波があ

ります 

前頭側頭型認知症 

・前頭葉と側頭葉の縮みが徐々に進行する病気で、50 歳くらい

から発病することがあります 

・自分勝手、非常識な行動をとる、同じ行動を繰り返すなどの症

状があります 

 

 



 

 

 認知症に早く気づくことが大切なわけ  

①治る病気や一時的な症状の場合があります 

 ※脳の病気で外科的な処置でよくなる場合や、薬の不適切な使用が原因の場合もあり、正

しく調整することで回復する場合があります。 

②進行を遅らせることが可能な場合があります 

 ※薬の進行を遅らせることができ、早く使い始めると自立した生活を長くすることができ

ます。 

③今後の生活の準備をすることができます 

 ※早期の診断を受け、症状が軽いうちにご本人とご家族が認知症への理解を深め、病気と

向き合い話し合うことで、今後の備えができ自分らしい生き方をまっとうすることがで

きます。 

 

 認知症かんたんチェック  

このチェックは認知症の初期症状の可能性があるかどうかをご自分や家族で簡単

に確認できるものです。（大友式認知症予測テスト～認知症予防財団 HP より） 

質問項目 ほとんどない ときどきある 頻繁にある 

同じ話を無意識の内に繰り返す ０点   １点   ２点 

知っている人の名前が思い出せない ０点   １点   ２点 

物のしまい場所を忘れる ０点   １点   ２点 

漢字を忘れる ０点   １点   ２点 

今しようとしていることを忘れる ０点   １点   ２点 

器具の使用説明書を読むのが面倒 ０点   １点   ２点 

理由もないのに気がふさぐ ０点   １点   ２点 

身だしなみに無関心である ０点   １点   ２点 

外出がおっくうだ ０点   １点   ２点 

物（財布など）が見当たらないのを 

他人のせいにする 

 

０点 

 

  １点 

   

２点 

合計 点 

点数の目安 

０～８点 正常 物忘れも老化現象の範囲内。疲労やストレスによる場合もありま

す。８点に近かったら気分の違う時に再チェックしましょう。 

９～１３点 要注意 家族に再チェックしてもらったり、数ヶ月単位で間隔を置いて再

チェックを。認知症予防策を生活に取り入れてはいかがでしょう

か。 

１４～２０点 要診断 認知症の初期症状が出ている可能性があります。家族に再チェッ

クしてもらい、結果が同じであれば次ページの相談先にご相談く

ださい。 

 



 

「少し変だな」と思ったら  
｢少し変だな｣と思った時が 

行動を始めるタイミングです！！ 

●ステップ１：相談 

悩みや相談事があれば、抱え込まずに相談してみましょう。 

相談先は下記のとおりです。 

 

 相談先 電話番号 内容 

１ 
安平町地域包括支援センター 

早来地区 
(0145)29-7072 

町が設置する高齢者の

総合相談窓口です。 
２ 

安平町地域包括支援センター 

         追分地区 
(0145)25-4555 

３ 
安平町在宅介護支援センター 

安平の郷（安平・追分地区） 
080-6085-7894 

町が委託している２４

時間相談・訪問対応の

窓口です。 
４ 

安平町在宅介護支援センター 

ふもんけ（早来・遠浅地区） 
090-6879-8957 

５ 
在宅医療介護連携に関する相談 

窓口（あびら追分クリニック） 
(0145)25-2531 

町が委託している、医

療と介護の相談窓口で

す。 

６ かかりつけ医  

自分の生活や身体の状

況を理解してくれる身

近なお医者さんです。 

７ 
認知症地域支援推進員 

（安平町地域包括支援センター） 

早来地区 

(0145)29-7072 

追分地区 

(0145)25-4555 

認知症の早期発見・早

期対応のため医療機関

等と連携しながらご本

人や介護する人にとっ

て適切なサービスにつ

ながるようサポートす

る人です。 

８ 

認知症疾患医療センター  

（苫小牧市：医療法人社団  

玄洋会 道央佐藤病院） 

(0144)68-2727 
北海道の指定を受け、

診断と治療、地域との

連携を図ります。 
９ 

認知症疾患医療センター  

（千歳市：医療法人資生会  

千歳病院） 

(0123)40-7111 



 

●ステップ２：受診・治療 

適切な診断、治療を受けることがとても重要です。下記を参考にして受診・治

療をしましょう。 

 

１）受診の予約 

予約制を導入している医療機関もありますので、受診前に医療機関にお問

い合わせください。 

※どこの病院を受診したらよいかわからない、予約方法がわからない等の場合は

ステップ１の機関にご相談ください。 

 

 ２）診断 

   医師の聞き取りや検査等により診断します。 

 

 ３）治療 

   薬の処方等治療を開始します。※定期的な受診が必要です。 

 

 ４）定期検査等 

   定期的に検査や診察を受けながら経過を見ていきます。 

 

 

●ステップ３：生活支援 

 介護サービス等をうまく活用し、本人や介護者の生活のリズムを守りましょう。 

 

１）要介護（要支援）認定申請 

  申請窓口： 安平町地域包括支援センター 総合庁舎 （早来） 

  総合支所 （追分） 

  申請に必要なもの：介護保険被保険者証、印鑑 ※家族による代理申請も可 

 

２）認定調査 

 認定調査員による聞き取りの自宅訪問と主治医の意見書により心身の状態

を調査します。 

 

 ３）審査判定 

   介護認定審査会で要介護度の判定が行われます。 

   申請から判定まで約 1 ヶ月かかります。 

  

 

 

 



  

 

 

４）介護サービスの利用 

    ※Ｐ８～Ｐ１９をご参照ください。 

 

 ５）介護サービス以外の利用 

    ※Ｐ２２をご参照ください。 

 

 

 

 認知症の支援体制  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

■認知症初期集中支援チーム 

 認知症サポート医と安平町地域包括支援センター（早来・追分）の保健師・社会福

祉士をチームとする認知症初期集中支援チームを設置しています。 

このチームは相談や情報提供により自宅を訪問し、認知症の方や介護している方のサ

ポートを行い介護サービスについてや、必要に応じて医療機関の受診につなげていけ

るようにしていきます。 

      連絡先 安平町地域包括支援センター  （早来） ２９－７０７２  

                         （追分） ２５－４５５５ 

 

 

■認知症地域支援推進員 

 推進員は認知症の早期発見・早期対応のため医療機関、介護サービス事業所、町内

会、などと連携して認知症の支援体制づくりを行っていきます。 

また、認知症の方や家族からの相談に応じて、認知症初期集中支援チームと連携し

て、本人や介護する方にとって適切なサービスにつながるようにサポートしていきま

す。 

      連絡先 安平町地域包括支援センター  （早来） ２９－７０７２ 

                         （追分） ２９―４５５５ 

 



 

 

 認知症予防のために  
 

①足腰しゃんしゃん教室 

継続的な運動で足腰の筋力を維持し、転倒予防を図ります。早来・追分地区

の２ヶ所で開催し、６５歳以上で要介護認定を受けていない方や要支援１・２

の方を対象に実施しています。 

 

②在宅介護支援センターによる実態調査 

  介護認定を受けていない６5 歳以上の年齢の方を対象に、在宅介護支援セン

ター職員が訪問し、心と体の健康や生活機能の状態等を聞き取りします。健康

のお悩みや生活の困りごとに対して介護・福祉サービスの情報提供を含めて、

元気に暮らすためのアドバイスを行います。 

 

③各地域自治会等のサロン 

  出会いや交流、生きがいの場を提供し、住み慣れた地域で閉じこもりを防止

し、健康でいきいきと過ごすことを目的に地域住民グループ等が主体となって

開催しています。 

 

④老人クラブ 

  会員の教養の向上、健康の増進、社会参加およびレクリエーション並びに地

域社会との交流を、年間を通じて計画的に行っています。 

 

⑤各種健診やがん検診 

  生活習慣病の予防やがんの早期発見・予防のため、特定健診、後期高齢者健

診、各種がん検診等を行っています。 

 

⑥高齢者ふれあい大学 

  高齢者が持つ豊かな知識を活かし、社会参加による生きがいを高められるよ

う、学習の機会を提供しています。 

 

⑦スポーツセンター（せいこドーム） 

  水中運動やストレッチなどの健康教室を開催しています。 

 

⑧シルバー人材センター 

  臨時的かつ短期的な就業や軽易な業務を中高年に提供することにより、生き

がいづくりと社会参加に努めています。さまざまな技術や経験を生かす活動の

場を提供します。 

 

 

 



 
 

気になるもの忘れはあるが金
銭管理や買い物、書類作成な
どを含め、日常生活は自立し
ている

認知症はない

認知症はあるが
日常生活は自立

軽度

買い物や事務、金銭管理など
にミスがみられるが日常生活
はほぼ自立している

認
知
症
の
方
や
家
族
を
支
援
す
る
体
制

本人の様子（例）

認知症の段階 健康
MCI（軽度認知障害）

年齢相応の物忘れ 認知症の疑い

自立

もの忘れは多少ある
が日常生活は自立し
ている

予防

楽しみや役割を
持って過ごすこ
とができます

医療

健康維持や症状
にあった医療機
関へつながりま
す

本人にあった支
援につながりま
す

介護

暮らし方に合っ
た介護を提供し
ていきます

住まい

状態に応じて介
護保険や自費で
サービスを受け
て生活できます

相談

権利擁護

見守り

地域で暮らすた
めの見守りをし
ます

権利や財産を守
ります

安平町の認知症ケアパス

老人クラブ・サロン ・認知症カフェ・介護予防教室・ボランティア活動・ふれあい大学 ・シルバー人材センター

生活習慣病などの予防や悪化防止のため適切な生活習慣 （バランスの良い食事、適切な運動、口腔の健康、定期的な健康診断）

かかりつけ医 かかりつけ薬局 （あびら追分クリニック・渡邉医院）

病院（あびら追分クリニック・渡邉医院 認知症サポート医在中） ・認知症疾患医療センター

安平町地域包括支援センター ・ケアマネジャー ・在宅介護支援支援センター（追分・安平地区：安平の郷、早来・遠浅地区

警察・自治会・民生委員・福祉協力員・認知症サポーター

・軽費老人ホーム（一般型ケアハウスサックル）

・高齢者住宅「安平の郷」、ぽっぽ苑、はーと苑

・訪問介護（社会福祉協議会）

・通所介護（追分陽光苑、サックル）

・軽費老人ホーム

（特定施設入居者生活介護 ケアハウスサックル）

緊急通報サービス・SOSネットワーク・給食サービス



 
 

重度中等度

日常生活に手助け
や介助が必要

常に介助が必要

服薬管理ができない、電話の
応対や訪問者の対応などが1
人では難しい

着替えや食事、トイレなどが
うまく出来ない

日常生活のほとんどに介
護が必要になる。
会話などコミュニケー
ションが難しくなる

ほぼ寝たきりで日常生活
のすべてに介護が必要に
なる.意思の疎通が難し
くなる

誰かの見守りがあれば
日常生活は自立

認知症ケアパスは認知症の状況に応じて、どのような医療や介護サービスなどが利用できるかの目安が示

されたものです。認知症の状況は個人により異なります。必ずこの経過をたどるわけではありません。今

後、予想される症状や状態の変化の目安として下さい。

・シルバー人材センター

（バランスの良い食事、適切な運動、口腔の健康、定期的な健康診断）

（あびら追分クリニック・渡邉医院）

認知症サポート医在中） ・認知症疾患医療センター

・在宅介護支援支援センター（追分・安平地区：安平の郷、早来・遠浅地区 ・ふもんけ）

日常生活自立支援事業・成年後見制度

・小規模多機能型居宅介護事業所 （華たば）

・ショートステイ（追分陽光苑） ・住宅改修、福祉用具等

・認知症対応型グループホーム（ふるさとおいわけ、安平の郷、さかえ）

・特別養護老人ホーム（追分陽光苑、早来陽光苑）

・鍵の預かりサービス



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


